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AWS Black Belt Online Seminarとは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWSの技術担当者が、AWSの各サービスやソリューションについてテーマご
とに動画を公開します

• 動画を⼀時停⽌・スキップすることで、興味がある分野・項⽬だけの聴講も
可能、スキマ時間の学習にもお役⽴ていただけます

• 以下のURLより、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

内容についての注意点
• 本資料では2023年3⽉時点のサービス内容および価格についてご説明してい

ます。最新の情報はAWS公式ウェブサイト(https://aws.amazon.com/)に
てご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイ
ト記載の価格に相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさ
せていただきます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請
求させていただきます
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https://aws.amazon.com/
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⾃⼰紹介

名前︓⼩野 卓⼈（Takuto Ono）
所属︓技術統括本部 ⾦融ソリューション本部

保険ソリューション部
経歴︓

SIer で⾦融機関向けシステムの受託開発
インフラ設計・構築・運⽤保守
現在は、ソリューションアーキテクトとして主に保険業界のお客様を担当

好きなAWSサービス︓ AWS Systems Manager
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本セミナーの対象者

5

AWS の運⽤をされている⽅、これから運⽤される予定の⽅

本セミナーの⽬的
• AWS Systems Manager Explorer、OpsCenter の機能とユースケースをご
理解いただく。

本⽇お話ししないこと
• AWS Systems Manager の全体的な説明

→ AWS Systems Manager Overview を参照ください

• AWS Systems Manager Explorer、OpsCenter 以外の機能の詳細
→ 今後公開を予定している、各機能にフォーカスしたセッションをお待ちください︕

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2023_AWS-SystemsManager-Overview_v1.pdf
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1. AWS Systems Manager 概要紹介

2. Explorer / OpsCenter の位置づけと概要

3. AWS Systems Manager Explorer の紹介

4. AWS Systems Manager OpsCenter の紹介

5. 料⾦

6. まとめ

アジェンダ
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AWS Systems Manager の概要

7
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AWS Systems Manager
ハイブリッドクラウド環境のための安全なエンドツーエンドの管理ソリューション

PatchInventory

Remote 
access

Application 
Manage-

ment

Configur-
ation

Manage-
ment

Change 
control

Incident  
manage-

ment

Problem 
manage-

ment

AWS Config
Configuration history

Amazon EventBridge
Notification and remediation

AWS CloudTrail
Audited actions

AWS Identity and Access 
Management (IAM)
Role-based access control

Cloud On-premises Edge

AWS の他のサービスや
3rd Party のツールと統合された

管理ソリューションを提供
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(*) AWS Systems Manager = SSM と略します。
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運⽤管理 アプリケーション管理 変更管理 ノード管理

Explorer

OpsCenter

Application
Manager

AppConfig

Parameter Store

Change Manager

Automation

Change Calendar

Fleet Manager

Inventory

Run Command

Patch Manager

Distributor

State Manager

Session Manager

Incident Manager

Quick Setup

AWS Systems Manager の機能

Maintenance 
Windows
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Explorer / OpsCenter の
位置づけと概要

11
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Explorer と OpsCenter の位置づけと想定利⽤者

12

運⽤管理者が組織全体の運⽤状況を
俯瞰し、対処が必要な領域を素早く特定

運⽤エンジニアが担当システムの
運⽤作業項⽬を管理し、迅速に対応

OpsCenter
• AWSリソースに関する運⽤作業項⽬

(OpsItem) を表⽰、調査、解決するた
めの⼀元的な場所

• OpsItem が集約および標準化され、問
題の診断と是正に役⽴つデータが提供さ
れる

• 主に運⽤エンジニアやITプロフェッショ
ナル向け

Explorer
• カスタマイズ可能な運⽤ダッシュボード

• 複数のサービスの運⽤データ
(OpsData) をマルチアカウント・マル
チリージョンで集約し、サマリーを表⽰
してくれる

• 主にDevOpsマネージャー向け
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Explorer が役⽴つ場⾯

• 複数のリージョンやアカウントで
AWSの利⽤が拡⼤

• 管理対象のマネージドノードがどん
どん増える

• オンプレとクラウドのハイブリッド
構成で管理がさらに複雑に

13

運⽤責任者は、現在の運⽤状況の概
要をひと⽬で把握し、アクションが
必要な箇所を素早く特定したい

Explorer

そんなときに Explorer が便利︕
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マルチアカウント・マルチリージョンの
ハイレベルな運⽤ダッシュボード。

AWS Config 
Compliance

AWS Config

Instance /
Compute Optimizer

Amazon Elastic Compute 
Cloud (Amazon EC2)

Trusted Advisor 
(※)

AWS Trusted Advisor

AWS Support

Support Center 
(※)

Security Hub
Findings

AWS Security Hub

複数のサービスからの情報が集約される。

Explorer
ハイレベルの運⽤ダッシュボード

Explorer についての詳細はこちら。

AWS Systems Manager

・Patch Compliance
・OpsItems
・Inventory
・Association

14
※ Enterprise Support、Business Support プランが必要

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer.html
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OpsCenter が役⽴つ場⾯

• ⽇々さまざまな運⽤上の問題が発⽣
• 最新ステータスがわからない、管理

できていない
• 運⽤上の問題へ対処するために複数

のコンソール画⾯を確認する必要が
あり、調査や対応に時間がかかる

15

運⽤エンジニアは、運⽤上の問題を
迅速に調査、対処したい

OpsCenter

そんなときに OpsCenter が便利︕
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OpsCenter
対応すべき運⽤アイテムの可視化、問題解決の⽀援

運⽤上の問題 (OpsItem) の集約ビューを提供。

OpsItem に関連するデータを⼀元的に提供し、
問題解決までの時間短縮を⽀援する。

OpsCenterについての詳細はこちら。

マルチアカウントでの OpsItem の表⽰や
操作も可能。 2022/11

ServiceNow, Jira Service Management と
連携も。

16

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/OpsCenter.html
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Explorer と OpsCenter の開始⽅法

17
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Explorer と OpsCenter の開始⽅法
まずは Systems Manager コンソールで「統合セットアップ」を開
始する
統合セットアップでは Explorer と OpsCenter の利⽤に必要な以下
のタスクが実⾏される

1. ロールとアクセス権限の設定
2. OpsItem 作成のデフォルトルールを許可
3. OpsData ソースを許可
4. レポートタグキー指定の許可

18

詳細は公式ドキュメントも参照ください
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-setup.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-setup.html
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統合セットアップ⼿順（1/4）

19
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統合セットアップ⼿順（2/4）

20

Explorer のセットアップ画⾯

↑デフォルトで有効になっている（詳細は次スライド）
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補⾜︓OpsItems のデフォルトルール
• 統合セットアップでこのプションをオンにすると、 EventBridge 

(CloudWatch Events）のルール が⾃動的に作成される
• 特定のイベントをトリガーに OpsItems が⾃動的に作成されるように

• デフォルトルールを参考にして任意のイベントに対応したルールを作成す
ることも可能

• 後から個々のデフォルトルールの ON/OFF 切り替えも可能
• 統合セットアップではデフォルトルールを作成せず、後から作成すること

も可能

21
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補⾜︓OpsItems のデフォルトルール
ルール名 検出するイベント

SSMOpsItems-Autoscaling-instance-launch-failure EC2 Auto Scaling がインスタンスの起動に失敗

SSMOpsItems-Autoscaling-instance-termination-failure EC2 Auto Scaling がインスタンスの終了に失敗

SSMOpsItems-EBS-snapshot-copy-failed EBS snapshot のコピーが失敗

SSMOpsItems-EBS-snapshot-creation-failed EBS snapshot の作成が失敗

SSMOpsItems-EBS-volume-performance-issue EBS volume のパフォーマンスの問題

SSMOpsItems-EC2-issue EC2 関連の問題

SSMOpsItems-EC2-scheduled-change EC2 のメンテナンススケジュールの変更

SSMOpsItems-RDS-issue RDS 関連の問題

SSMOpsItems-RDS-scheduled-change RDS のメンテナンススケジュールの変更

SSMOpsItems-SSM-maintenance-window-execution-failed SSM メンテナンスウィンドウの実⾏の失敗

SSMOpsItems-SSM-maintenance-window-execution-timedout SSM メンテナンスウィンドウの実⾏タイムアウト

22
2023年3⽉時点
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統合セットアップ⼿順（3/4）

23

Explorer のセットアップ画⾯
前提となるAWSサービスの状況によっては、各AWSサービスの有効化など
追加のセットアップを案内するメッセージが表⽰される場合があります
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統合セットアップ⼿順（4/4）
統合セットアップが完了し、
Explorer のダッシュボードが
表⽰される

24

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-troubleshooting.html

ü データの反映まで時間がかかる場合があ
ります

期待どおりのデータが表⽰されない場合はトラブルシュー
ティングのドキュメントも参照ください

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-troubleshooting.html
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マルチアカウント／マルチリージョン対応

1. リソースデータ同期
• OpsData の集約を⾏う設定
• 2つの集約オプションから選択可能
1. 単⼀アカウント／複数リージョン
2. 複数アカウント／複数リージョン（Organizations 前提）

2. Organizations における委任管理者
• Organizations の管理アカウントを使⽤せず、委任管理者がリソース
データ同期の設定を管理できる

• これにより、委任管理者アカウントの Explorer に OpsData が集約さ
れる

25
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-resource-data-sync.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/Explorer-resource-data-sync.html
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AWS Systems Manager
Explorer の使い⽅

26
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Demo

27
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Explorer のデータソース（OpsData） （1/2）
データソース 内容

Systems Manager 
OpsCenter

ステータス別の OpsItems の数、重要度別の OpsItems の数、グループ全体
で過去の⼀定期間中にOpenとなった OpsItems の数、OpsItems の⻑期の
履歴データ

Systems Manager 
Patch Manager

パッチに準拠していないノードの数

Systems Manager
State Manager

関連付けのコンプライアンスリソースの合計数、⾮準拠リソースの合計数、コンプラ
イアンス準拠の割合

Systems Manager
Inventory

マネージドノードとアンマネージドノードの総数

Amazon EC2 ノードの総数、特定の Amazon Machine Image (AMI) を使⽤するノードの
数

28
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Explorer のデータソース（OpsData） （2/2）
データソース 内容

AWS Compute Optimizer アンダープロビジョニングおよびオーバープロビジョニングされた EC2 インスタンスの数、
最適化の結果、オンデマンド料⾦の詳細、インスタンスタイプと価格の推奨事項

AWS Support Center のケース
※

ケース ID、重⼤度、ステータス、作成時刻、件名、サービス、カテゴリ

AWS Config 準拠および⾮準拠の AWS Config ルールの全体的な要約、準拠および⾮準
拠のリソースの数

AWS Security Hub Security Hub の結果の全体的な概要、重要度別にグループ化された各検出
の数

AWS Trusted Advisor ※ コストの最適化、セキュリティ、耐障害性、パフォーマンス、サービス制限の各分野
における EC2 リザーブドインスタンスのベストプラクティスチェックのステータス

29

ü AWS Trusted Advisor および AWS Support Center のケースを表⽰するには
エンタープライズまたはビジネスサポートプランが必要
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AWS Systems Manager
OpsCenter の使い⽅

30
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OpsItem とは︖

31

AWS リソースのパフォーマンスと健全性に影響を与える、運⽤上の
対処が必要な作業項⽬

OpsItem の例︓
• セキュリティの問題 ・・・ Security Hub からの緊急度の⾼いアラート

• パフォーマンスの問題 ・・・ DynamoDB のスロットリングイベント

• 処理の失敗 ・・・ EC2 Auto Scaling によるインスタンス起動の失敗

• 健全性のアラート ・・・ RDSやEC2のメンテナンス通知

• 状態の変更 ・・・ EC2 インスタンスの状態が [実⾏中] から [停⽌] に変わる
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OpsItems を作成するサービス (1/2)
サービスや機能 内容
Amazon DevOps Guru DevOps Guru の Systems Manager 統合を有効にした場合、DevOps 

Guru の検出した各インサイトの OpsItems を⾃動的に⽣成する

AWS Security Hub Security Hub を有効にし、Explorer で Security Hub データソースを有効
にした場合、EventBridge ルール経由で OpsItems が⾃動的に⽣成される

OpsCenter オペレーションインサイ
ト

OpsCenter のオペレーションインサイトを有効化することで、アカウント内の
OpsItems を⾃動的に分析し、重複する OpsItem を集約してレポートするた
めに insight タイプの OpsItems を⾃動的に⽣成する

AWS Incident Manager Incident Manager をセットアップして設定すると、Incident Manager でイン
シデントが作成される際に⾃動的に OpsItems を作成する

CloudWatch Application 
Insights for .NET and SQL 
Server

.NET および SQL Server ⽤の CloudWatch Application Insights でア
プリケーションリソースを設定する場合、問題が検出されたときにシステムが
OpsCenter で OpsItems を作成するように選択できる

32
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OpsItems を作成するサービス (2/2)
サービスや機能 内容

Amazon EventBridge Amazon EventBridge のイベントルールを作成することで、イベントをトリガーに
OpsCenter の OpsItem を⾃動的に作成可能

Amazon CloudWatch CloudWatch アラームが ALARM 状態になったときに OpsCenter で
OpsItem が⾃動的に作成されるように Amazon CloudWatch を設定可能

33

この他、AWS CLI や AWS SDK を使⽤して⼿動で OpsItems を作成することも可能

OpsCenter

Alarm

Event

CloudWatch

EventBridge
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OpsItem の
⽣成

OpsItems のライフサイクル

34

Amazon SNS トピック
への通知が可能

未解決 進⾏中 解決済み

• OpsCenterの画⾯で様々な情報を確認
• 関連するリソースの紐付けを追加
• 有⽤な参考情報をKey-Value形式で追加
• Automation Runbook の実⾏も可能

OpsItem の
ステータスを変更

OpsItem の
ステータスを変更

運⽤エンジニア 運⽤エンジニア 運⽤エンジニア

OpsItem のステータス

OpsItem の
対応開始

OpsItem の
対応完了︕OpsItem の対応作業

Alarm

Event
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OpsCenter の画⾯構成 (1/4)

35

OpsCenter の [概要] 画⾯ で
は以下の OpsItem 数をサマ
リ表⽰

• 合計/未解決/進⾏中
• 経過⽇数別＆ソースごと
• ⽣成した数の多いソース順
• 運⽤上のインサイト（後述）
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OpsCenter の画⾯構成 (2/4)

36

[OpsItems] 画⾯では OpsItem をリスト表⽰

フィルタや検索が可能

ステータスでのフィルタも可能
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OpsCenter の画⾯構成 (3/4)

37

OpsItem の [概要] 画⾯
• OpsItem の詳細︓OpsItem のステータスや優先度、重

要度、カテゴリ等の表⽰と編集が可能
• 関連リソース︓影響を受けたAWSリソースや OpsItem 

を作成したリソース。⼿動で関連リソースのARNを追加可
能

• 過去 30 ⽇間のオートメーション実⾏
• ランブック︓Automation Runbook のリスト
• OpsItem タグ
• 類似の OpsItem︓同様の⽤語を使⽤している OpsItem 

が⾃動的に抽出され、表⽰される
• 運⽤データ︓OpsItem に関する有⽤なリファレンスの詳

細を提供するカスタムデータ
• 関連する OpsItem
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• CloudWatch メトリクス
• このリソースの他のOpsItems
• リソースの説明
• タグ
• 現在の CloudWatch アラーム
• AWS Config の詳細
• CloudTrail ログ
• CloudFormation スタックリソース

OpsCenter の画⾯構成 (4/4)

38

OpsItem の [関連リソースの詳細] 画⾯の例
OpsItem に紐づいているリソースのリストから１つを選
択すると、リソースに関連する以下の情報を確認できる

※表⽰される項⽬はリソースにより異なります
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その他の便利な機能 (1/4)

39

重複排除
対応中の事象に対して何度も同じ内容の OpsItem が作成されることを防ぐ機能。
OpsItem 作成時に指定する重複排除⽂字列をもとにチェック。

OpsCenterCloudWatch 
Alarm

＜重複排除⽂字列の例＞
{"dedupString":"SSMOpsCenter-EBS-volume-performance-
issue"}

Create OpsItem

重複排除⽂字列の⼀致
する OpsItem が存在
する︖

既存の OpsItem が
未解決または進⾏中︖

YES

YES

NO

NO

OpsItem は作成しない OpsItem を作成する
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その他の便利な機能 (2/4)
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運⽤上のインサイト（Operational Insights）
OpsItem を⾃動的に分析し、複数の OpsItem を集約する OpsItem を⽣成し
てくれる。関連する OpsItem のステータスをまとめて変更するのに便利

以下の条件に合致する場合、 insight タイプの
OpsItem が⾃動⽣成される

• 重複する OpsItem︓８つ以上のOpsItemが同
じリソースに対して同じタイトルをもつ

• 最も多くの OpsItem を⽣成するリソース︓
50以上のOpsItemが同じタイトルをもつ

※デフォルトでは無効化されているため、
明⽰的に有効化する必要あり 参考Blogはこちら。

https://aws.amazon.com/jp/blogs/mt/operational-insights-in-systems-manager-opscenter-help-you-identify-duplicate-issues-and-noisy-event-sources/
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その他の便利な機能 (3/4)
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クロスアカウント対応
OpsCenter ダッシュボードから別アカウントの運⽤の問題を診断して修復可能

https://docs.aws.amazon.com/systems-manager/latest/userguide/OpsCenter-getting-started-multiple-accounts.html

• Organizations の管理アカウントまたは委任され
た管理者アカウントがメンバーアカウントの
OpsItems を作成、表⽰、更新可能

• メンバーアカウントのAWSリソースの問題を修正する
ために、管理アカウントまたは委任された管理者アカ
ウントから Automation の Runbook を起動す
ることも可能

• 事前にドキュメント記載のセットアップタスクの実⾏
（CloudFormation スタックの作成）が必要

https://docs.aws.amazon.com/systems-manager/latest/userguide/OpsCenter-getting-started-multiple-accounts.html
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その他の便利な機能 (4/4)
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ServiceNow や Jira Service Managementとの連携
• ServiceNow や Jira Service Management の管理者が AWS Service 

Management Connector (SMC) を使⽤することで、OpsCenter を始めとす
る Systems Manager の各種機能やその他のAWSサービスと統合可能

• ServiceNow 向けの SMC は ServiceNow ストアで⼊⼿可能（無償）
• Jira Service Management Data Center 向けの SMC は Atlassian

Marketplace で⼊⼿可能（無償）

https://docs.aws.amazon.com/smc/latest/ag/sn-what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/smc/latest/ag/integrations-jiraservicedesk.html

https://docs.aws.amazon.com/smc/latest/ag/sn-what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/smc/latest/ag/integrations-jiraservicedesk.html
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OpsCenter と Incident Manager の使い分け
OpsCenter
• 管理対象は、 OpsItem（運⽤上の対処が必要な項⽬）
• OpsItem を集約および標準化し、問題の診断と是正に役⽴つデータを提供する
• インシデントに紐付いていない OpsItem を Incident Manager へエスカレーションするこ

とも可能

Incident Manager
• 管理対象は、インシデント（計画外のサービスの中断または品質低下）
• 対応計画によるインシデントへの備えと、インシデント発⽣時のアラートとエンゲージメン

ト／トリアージ／調査と緩和／事後分析 を⽀援
• インシデントへの対応開始時、OpsItem も⾃動的に作成される。事後分析で必要な改善ア

クションが発⽣した場合、それらを OpsItem として管理することも可能

43

使いたい機能から使ってみるのがおすすめ︕
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AWS Systems Manager
Explorer/OpsCenter の料⾦
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Explorer と OpsCenter の料⾦
Explorer
• Explorer の利⽤⾃体は無料
• ダッシュボード表⽰時に Call する OpsCenter API (GetOpsSummary) の課⾦
• OpsData のエクスポート時に実⾏する Automation Runbook の課⾦

OpsCenter
• その⽉に作成した OpsItem の数と、リクエストされた API コール (Get、Describe、
Update、GetOpsSummary) の数に基づく課⾦

45

https://aws.amazon.com/jp/systems-manager/pricing/

項⽬ 料⾦

OpsItem の数 OpsItem 1,000 個あたり 2.97 USD

API リクエスト (Get、Describe、Update、GetOpsSummary) リクエスト 1,000 件あたり 0.039 USD

https://aws.amazon.com/jp/systems-manager/pricing/
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まとめ
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まとめ
• Systems Manager Explorer は
• 複数の AWS アカウントとリージョンからオペレーションデータを集約し

て表⽰する、カスタマイズ可能なダッシュボードです
• 運⽤管理者が組織全体の運⽤状況を俯瞰し、対処が必要な領域を素早く特

定するのに役⽴ちます

• Systems Manager OpsCenter は
• 運⽤作業項⽬(OpsItem)を⼀元的に表⽰、調査、および解決できる場所を

提供します
• 運⽤エンジニアが担当システムの運⽤作業項⽬を管理し、迅速に対応する

のに役⽴ちます
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本資料に関するお問い合わせ・ご感想

技術的な内容に関しましては、有料のAWSサポート窓⼝へ
お問い合わせください

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/

料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください（マネジメントコンソールへのログインが必要です）

https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-
service

具体的な案件に対する構成相談は、後述する個別相談会をご活⽤ください
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ご感想はTwitterへ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
https://console.aws.amazon.com/support/home
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その他コンテンツのご紹介

ウェビナーなど、AWSのイベントスケジュールをご参照いただけます
https://aws.amazon.com/jp/events/

ハンズオンコンテンツ
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/

AWS 個別相談会
AWSのソリューションアーキテクトと直接会話いただけます

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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https://aws.amazon.com/jp/events/
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/
https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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Thank you!
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